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【日高自動車道】 「競走馬」の安全な輸送を支援

 日高管内は、競走馬生産頭数の全国シェア約8割を占める日本一の馬産地

 競走馬の輸送中は、一般道の信号停止等のストップ&ゴーにより、競走馬が怪我をするリスクがある

 日高自動車道延伸による信号回避で競走馬輸送の安全性が向上し、競走馬への負担が軽減
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安全な輸送を支援

札幌競馬場

日高自動車道
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E38

236
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※生産頭数は令和5年実績

日
高
富
川
IC

鵡
川
IC

苫小牧市

日高地域の競走馬生産状況

資料：令和5年競走馬統計
（公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナ
ル）
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厚賀静内道路
（日高厚賀～新冠）

R7年度開通予定
L＝9.1㎞

IC

静
内

（仮）

■北海道競走馬輸送事業共同組合声

・一般道での輸送では、ストップ＆ゴーによる怪我のリス
クが非常に高いです。

・日高自動車道の延伸により、競走馬を安全に輸送で
きることが一番のメリットです。さらに、浦河方面からの
競走馬の輸送時間や、馬運車のドライバーの勤務時
間の短縮につながるため早期開通に期待しています。

信号停止中の馬運車

IC

東
静
内

（仮）

静内三石道路
（静内～東静内）

信号機の回避状況
[苫小牧市～新ひだか町間]

日高厚賀IC
平成30年4月

開通

日高門別IC
平成24年3月

開通

日高富川IC
平成18年3月

開通

鵡川IC
平成15年8月

開通

一般道
利用時

52

44

30

20
15

約2割減

約4割減

約6割減

約7割減

ストップ&ゴーが減少
⇒競走馬輸送時のリスクが減少

資料：北海道信号機管理地図
※日高自動車道の延伸整備に伴う現道（国道235号）の
信号機回避割合を整理

（基）

競走馬輸送における高規格道路通行状況

令和5年
全国競走馬
生産頭数
7,798頭

全国シェア
約8割が日高

資料：軽種馬輸送車両ETC2.0特定プローブデータ（27台）
【分析期間】 R5.1～R5.10（10ヶ月間）

※北海道から道外へ競走馬を輸送する際に通行する
高規格道路とその他道路の距離の割合

高規格道路通行割合

北海道約4割、道外約7割
日高自動車道の延伸整備が必要

＜全国競走馬生産状況＞

■競争馬輸送事業者
・日高自動車道 新冠ICが開通することで、浦河方面の牧場から競走馬を輸送してくる際に
静内の市街地を通行する必要がなくなることで、輸送時間短縮・安全性向上につながるこ
とから、新冠ICの開通に期待しています。

声

40.0%

70.2%



その他

道産

18.6%

東海 7.3%

【日高自動車道】 いちごの夏季 安定供給を支援

 浦河町・様似町では、夏季の冷涼な気候を活かして、平成16年度からいちごの
本格的な生産を開始、選果場の施設増強・新規立地、冷凍貯蔵施設の整備
が進み、出荷量は約4倍、農家戸数は約3倍に増加

 夏季に道外へ出荷される道内産いちごの約8割が日高地域で生産されており、
日高自動車道を通行することで、輸送安定性・定時性が向上し、道外への夏
季における安定出荷が可能

浦河町・様似町のいちご出荷量・農家数の推移

• いちごの収穫時期は土日も含め毎日、日高自動車
道を通行し新千歳空港から道外へ出荷しています。

• 国道235号が通行止めになると内陸側へ迂回しな
ければならず、輸送時の荷崩れなどの懸念があります
が、日高自動車道の整備により、安定的ないちごの
出荷が可能となっていることから、浦河方面への早期
延伸に期待しています。

声 ■ひだか東農協

厚賀静内道路
（日高厚賀～新冠）

R7年度開通予定
L＝9.1㎞

浦河町

様似町

日
高
厚
賀
IC 新

冠
IC

日高自動車道

いちごの
確実な道外出荷を支援

東京へ出荷道外へ出荷

凡例

いちご出荷ルート

日高富川IC開通
（平成18年3月）

日高門別IC開通
（平成24年3月）

平成16年比で、出荷量は約４倍
農家戸数は約３倍に増加！

月別国産いちご取扱割合及び
道産いちごの単価（東京市場・令和5年度）

本格的な
生産開始

日高厚賀IC開通
（平成30年4月）
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浦河選果場 規格外いちご
冷凍貯蔵施設

平成26年に
選果場を施設増強 令和2年稼働

新千歳空港

平成29年に
選果場を新規立地

様似選果場

日高地域の夏の冷涼な気候を活かし、夏季に出荷する
いちごは、生産新規就農者への推奨作物に位置づけられ、
ケーキ等の加工用として東京などへ空輸される。

いちご

IC

東
静
内

（仮）

静内三石道路
（静内～東静内）
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北海道 その他都府県 取引単価

夏季は
北海道産の
取扱が増加

令和4年
道産いちご
道外出荷量
約196ｔ

日高地域産は
関東へ出荷

道産いちごの道外出荷割合
（令和4年）

日高地域産
81.4％

資料：ひだか東農協ヒアリング資料：東京都中央卸売市場 令和5年4月～令和6年3月の取扱実績
資料：令和5年度 農畜産物及び加工食品の

移出実態調査(令和4年(2022)年) 結果報告書



道内

50%

道内

30%

12 12 14 13 
17 16 18 20 

17 
20 22 24 22 

0

5

10

15

20

25

H22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4

(百t)

（年度）

小樽港

道外へ

道外へ

苫小牧港

日
高
厚
賀
IC

静
内
IC
(仮)

新冠町農協

▲新冠町農協
ピーマン選果場の様子

【日高自動車道】 にいかっぷピーマン道外出荷に貢献

 日高管内のピーマン出荷量は道内の約6割を占め、そのなかでも、新冠町農協では、ピーマンの生産量は年々増加
し、平成22年度から約2倍に増加

 方面別出荷割合をみると、道外への出荷が約7割、生産者や作付面積の増加分は道外へ出荷しているため、道外
出荷比率は増加傾向

 道外出荷時は高規格道路を通行し、苫小牧港・小樽港・函館港から出荷、日高自動車道等の整備は輸送時間
短縮等に貢献

• 道外へピーマンを出荷する際は、当組合から20tトレーラー
で日高自動車道を通行し、苫小牧港9割、小樽港1割で
フェリー輸送を行っています。

• 苫小牧港からの出荷では、6月から10月の間、日曜日を
除き毎日トレーラーが当農協ー苫小牧港間を2～3往復し
ています。

• 日高自動車道 新冠ICが整備されると、苫小牧港までの
走行時間が短縮されるため、往復回数を増やせる可能性
があり、輸送効率化が期待できます。

声 ■新冠町農協

にいかっぷピーマンの道外出荷状況北海道における振興局別 ピーマン出荷割合（令和4年）

R4
新冠農協
ピーマン
出荷割合

道外出荷約5割

新
冠
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厚賀静内道路
（日高厚賀～新冠）
R7年度開通予定
L＝9.1㎞

道外市場が大手スーパー等と提携し
「北海道市」「北海道フェア」等の

イベントを開催、にいかっぷピーマンをPR

資料：新冠町農業協同組合ヒアリング

新冠農協におけるピーマンの生産量の推移と方面別出荷割合

ピーマンの生産量は年々増加

H22から約2倍に増加

日高門別IC開通
（平成24年3月）

日高厚賀IC開通
（平成30年4月）

東
静
内
IC
(仮)

静内三石道路
（静内～東静内）

R4
全道ピーマン
出荷量
約3,500t

日高管内の
ピーマン出荷量は

北海道の約6割を占める

道外出荷約7割
⇒道外出荷割合が増加

H27
新冠農協
ピーマン
出荷割合

資料：
令和5年度 農畜産物及び
加工食品の移出実態調査
(令和4年(2022)年)
結果報告書

日高自動車道等は
輸送時間短縮等に貢献

資料：新冠町農業協同組合

道外
50%

道外
70%



 日高産さけは、釧路方面経由で東京市場へ出荷していたが、平成24年日高門別IC、平成30年日高厚賀ICと日
高自動車道が延伸したことにより、東京市場へ1日早く出荷可能な函館方面経由の輸送に変更

 日高自動車道の延伸により、日高産の鮭を翌日に東京の市場に届けることが可能となり、平均取扱単価が上昇

【日高自動車道】 東京市場への供給力拡大

さけの取扱単価の推移

日高自動車道

234

453

276
230

278
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236

水揚の翌朝に
東京市場へ

38

以前は釧路経由で出荷

336

392

釧路市

水揚２日後に
東京市場へ

• 日高産さけは、日高自動車道の延伸により、輸送時間が短縮され、函館の加工場まで5時間程度で
輸送でき、釧路の水産加工場を通すよりも函館の加工場を通したほうが、1日早く東京の市場に出荷
できるので、東京の市場での取引価格も上昇しています。

• 函館の水産加工業者が、東京の市場に向けて即日出荷するためには、14時前後には鮮魚が納品さ
れる必要があり、従来の苫小牧周辺から日高まで仕入圏域を拡大した背景には、鮮魚の輸送手段や
技術の進歩はもちろんのこと、日高自動車道の整備による輸送時間の短縮が一番大きいです。

声 ■ひだか漁協

釧
路
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新冠IC利用
(令和7年度開通予定)

高速道路通行

一般道通行

一般道通行

14時前後の函館への納品、
東京市場へ即日出荷が可能に

⇒取扱単価上昇
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築地市場函館港 青森港
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翌朝セリ

東京市場へ
即日出荷
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漁港

漁港

12:00 15:40

さけの方面別輸送スケジュール状況
水揚げから
2日後

14:15

厚賀静内道路
（日高厚賀～新冠）

R7年度開通予定
L＝9.1㎞

凡 例

釧路への出荷ルート

函館への出荷ルート

函館方面経由からの
出荷に変更

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査より算定

ひだか漁協

東静内IC(仮)

静内三石道路
（静内～東静内）

資料：北海道水産現勢漁業生産高
※ひだか漁協の値は、静内、三石、新冠の漁獲量、漁獲高の合計値を使用

H23
函館へ本格的な出荷開始

H24開通
日高富川IC-
日高門別IC

H18開通
鵡川IC-
日高富川IC

日高門別IC開通前後の
平均取扱単価

H30開通
日高門別IC-
日高厚賀IC

開通後の平均単価は
約700円/kgへ上昇

差額
300円



◆日高管内から地域外搬送割合の推移

厚賀静内道路
（日高厚賀～新冠）

R7年度開通予定
L＝9.1㎞

日
高
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賀
IC 新

冠
IC

日高自動車道

 日高管内から苫小牧・札幌方面への救急搬送割合が、平成20年より増加傾向となっており、管外の高次医療機
関への依存度が年々増加

 日高自動車道の整備に伴って速達性および定時性の向上が図られたことにより、札幌市内の高度医療施設との連
携が可能となり、地方における医療の選択肢が拡大

【日高自動車道】 新たな救急医療サービスを確立

新ひだか町立静内病院と札幌市の病院との医療情報連携状況

資料：新ひだか町立静内病院

＝

新ひだか町立静内病院

患者や、患者の家族にとって、
転院搬送できる専門医療施設の
選択肢が広がることのメリットは大き

く、選択肢の一つとして
札幌市内の高度医療施設を
提案できることに感謝しています
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静内三石道路
（静内～東静内）

CT画像に基づいた手術準備

所要時間 約2時間弱

患者を転院搬送

所要時間 約2時間弱

日高管内から苫小牧・札幌方面
への搬送が増加傾向

日高自動車道の整備により、

新ひだか町から札幌への搬送時間が

読めるようになり、転院搬送後、
すぐに手術を開始することが可能に

資料：消防救急活動記録データ（室蘭開発建設部調べ）
※転院搬送のみ



【日高自動車道】 移住者増加を支援

 日高管内は、道内でも涼夏少雪の気候であり、体験移住利用者の玄関口となる新千歳空港や苫小牧港からのア
クセスの良さから人気

 新ひだか町及び浦河町における体験移住は上位にランキングしており、日高自動車道の整備延伸に伴って、体験移
住だけでなく、実際に移住した人数も増加

 日高自動車道の整備延伸によるアクセス性向上が道外からの移住・定住の拡大に寄与

北海道体験移住利用実績（令和4年度）

順位 市町村 利用者数

1 釧路市 2,267人

2 厚沢部町 548人

3 浦河町 123人

4 上士幌町 106人

5 清水町 79人

6 新ひだか町 68人

7 東川町 64人

8 利尻富士町 62人

9 長沼町 59人

10 栗山町 57人

◆利用者数【上位10自治体】

順位 市町村 滞在日数

1 釧路市 23,726日

2 秩父別町 6,816日

3 厚沢部町 5,947日

4 上士幌町 5,307日

5 浦河町 4,031日

6 美瑛町 3,121日

7 新ひだか町 2,877日

8 士幌町 2,452日

9 紋別市 1,933日

10 沼田町 1,680日

◆体験移住滞在日数【上位10自治体】

資料：
北海道体験移住
「ちょっと暮らし」
令和4年度実績
（北海道総合政策部
地域創生局地域政策課）

日高管内

• 移住体験者の年齢や属性は、これまでは定年退職後の年齢層が主であったところ、コロナ禍以降は、完全テレワークを採用する道外企業で勤務する30代～40
代の現役世代が増加しています。

• 道外からの移住希望者は、「東京の勤務先からの突発的な呼び出しに当日中に対応するため、新千歳空港へ1時間半以内でアクセスできる場所であること」を移
住先の選定基準としている人が多く、日高自動車道の整備が当町への移住希望者の増加や移住者獲得に寄与していることは間違いないです。

声 ■新ひだか町

日高自動車道

苫小牧IC

沼
ノ
端
東
IC

沼
ノ
端
西
IC

苫
東
中
央
IC

厚賀静内道路
（日高厚賀～新冠）

R7年度開通予定
L＝9.1㎞

圏域中心都市
苫小牧市

生産空間
日高管内

凡 例

高規格道路（開通区間）
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地方移住に寄与する日高自動車道の延伸

静内三石道路
（静内～東静内）
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静内IC(仮)

東静内IC(仮)

新ひだか町への移住者の推移
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浦河町への移住者の推移

資料：新ひだか町

資料：浦河町

浦河町への
完全移住・二地域居住者は

増加傾向

日高富川IC開通
（平成18年3月）

日高門別IC開通
（平成24年3月）

日高厚賀IC開通
（平成30年4月）



しずない
桜まつり

R6:6万8千人

日高自動車道

資料：令和6年度しずない桜まつり来訪者アンケート調査
※N=220
※地域住民はむかわ町、日高町、新冠町、新ひだか町
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イベント時は来訪者の6割以上が
日高自動車道を通行して来訪

延伸整備による観光入込増加が期待

凡 例

高規格道路通行

一般道通行

「しずない桜まつり」来訪時のアクセス状況
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コロナ禍以降
観光入込が増加

【日高自動車道】 観光入込客数や交流人口の増加を支援

静内二十間道路桜並木開花期間中の日平均入込客数

 北海道有数の桜の名所である「静内二十間道路桜並木」を訪れる観光客はコロナ禍以降増加しており、桜の開花
期間中に開催される「しずない桜まつり」では、来訪者の6割以上は日高自動車道を通行して来訪

 日高自動車道の延伸により、日高地域の観光地やイベントへのアクセスが向上し、観光入込の増加、交流人口の
増加が期待

日高厚賀IC開通
（平成30年4月）

資料：新ひだか町

『優駿日高道!! オールひだか魅力発信協議会』

声
・日高自動車道の延伸を契
機として、北海道ひだか地
域の魅力・情報をメディアや
イベント等で積極的に発信
し、交流人口の拡大と地域
の活性化を図ります。

日高厚賀ICの延伸整備を契機として日
高地域の産官民（37機関）が連携し、
全道規模のイベントでPRを展開。
令和7年度新冠IC開通によるアクセス
向上等をPRし、
道央圏等から日高管内
へのさらなる誘客を促進
するための事業を展開中。

声 ■新ひだか町

・日高富川ICが整備される前は、富川
～会場までの国道で交通混雑が発
生していたが、延伸整備により混雑が
緩和されており、日高自動車道整備
の効果を実感しています。
・日高自動車道が延伸整備されること
で当町までのアクセスがよくなり観光入
込客数の増加が期待されます。


